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要旨：
5分の1のコストと時差のなさ

IBMアカデミー・オブ・テクノロジーは、長い間新たなテクノロジー研究と探索に最前

線で取り組んできました。2008年後半にVirtual Worlds Conferenceを開催、その後セ

キュリティ面で安全な保護された環境でのSecond Life内で、定期的に会議を行ってい

ます。コンファレンス・スペースはIBMの為に特別にデザインされたもので、Keynote、

同時進行セッション、シミュレートされたグリーン・データ・センター、図書館、そしてコ

ミュニティーが集うさまざまな施設があります。200人以上もの参加者はSecond Life

の基礎を学ぶために事前にコンファレンス・トレーニングを受け、この環境でスムー

ズにコミュニケーションがとれ操作を行えるよう準備を整えました。IBMは仮想世界コ

ンファレンスへの大まかな投資収益を32万ドルと見積もり、定期総会を現実世界で行

った場合と比べ5分の1のコストに抑えることに成功しました。これにより多くのIBMス

タッフは仮想世界の支持者となり、その後多くの内部コンファレンスやイベントをこの

空間で行うという道を切り開いていくことになりました。

IBMテクノロジーエリート、Second 
Lifeでの会議後どのようにして仮
想世界信奉者となったか

「IBMはこの二年間で仮想世界
に莫大な投資をしてきた。研究を
現実にする時が来た。」 
Karen Keeter、IBMマーケティング・エグゼ
クティブ

「伝統的なコンファレンスで行うこと全てをSecond Life内で行うことが可能でした。さら
に時差ボケ一つなしにコストを5分の1に抑えることができたのです。」 
– Joanne Martin、IBMアカデミー・オブ・テクノロジープレジデント
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仮想世界がIBMアカデミー・オブ・テクノ
ロジーの好奇心を駆り立てる

全世界のIBMに20万人いる技術系プロ

フェッショナルのリーダーから330人が

選出されたグループから成り立つのが

名門IBMアカデミー・オブ・テクノロジー

（以下IBMアカデミー）です。メンバー

はIBM経営陣に対して技術開発と方向

付けに関する提言を行いIBMテクノロジ

ー・ベースを改善、さらにIBM全体のテク

ニカルコミュニティーで、国境・組織を越

えたコミュニケーションを推進して連携

を強め、IBMに技術的リーダーシップを

提供する役割を果たしています。

IBMアカデミーは常に新たなテクノロジ

ーに関心を持っており、これまでも仮想

世界に注目してきました。既に2007年後

期までには仮想世界はゲーム環境やソ

ーシャル・ネットワーキング・ツール以上

のものである、と複数のメンバーによっ

て認識されていました。仮想環境にはビ

ジネスのあり方をグローバルに変えてし

まう可能性があり、もっと深く探ってみる

価値があるのではないかと考えるように

なったのです。

実際にIBMアカデミーのメンバーかつ

IBM Distinguished Engineerでもある

Neil Katz氏は、IBMアカデミーのコンフ

ァレンス全てを仮想世界で行ってはど

うかと勧めました。この考えに深く共感

したIBMアカデミー名誉副会長Irving 

Wladawsky-Berger氏には、さらに素

晴らしいアイディアがありました。「仮

想世界をテーマにしたコンファレンス

を仮想世界で開いてみないか」という

ものです。コンファレンスでのKatz氏の

共同議長でTechnical Advisor Project 

OfficeのディレクターでもあるLarry 

O’Connell氏は、うってつけのアイディ

アだ、とこれに同意しました。こうして

数ヶ月後、Virtual Worlds Conference

が承認され、Linden Labの保護された

Second Life上で2008年10月に開催さ

れることになりました。

IBM、仮想世界で行う初のコンファレン
ス準備

早いうちにNeil Katz氏は全世界のIBM

から人材を集め、このVirtual Worlds 

Conferenceのプラニング、スケジュー

ル、そしてデザインを行うコアとなるチ

ームを作りました。IBMデジタル融合新

規事業創出のグローバル・アーキテク

トでありSecond Lifeのベテラン住人

Craig Becker氏は、このチームに自ら加

わりプロジェクトのチーフ・アーキテク

ト兼デザイン・リーダーとなりました。

氏は数ヶ月に渡りLinden Labと密接に

連絡を取り合い、IBMのコーポレート・

ファイアウォールで保護されたSecond 

Life内に16のリージョンを創り上げま

した。さらに、コンファレンス参加者が

IBM内とSecond Lifeの公共の島とを保

護され且つ互換性を持ってアクセスす

ることが可能なロケーションを構築し

ました。氏はボランティア・デザイナー

とビルダーと共に、リセプション・プラ

ザ、ピクニック・エリア、三つのシアター、

「参加者の多くが休暇を取
ってライブ・イベントに参加
するのは困難だったに違い
ない。」 
Neil Katz、IBM Distinguished 
Engineer、IBMアカデミー・オブ・テ
クノロジーメンバー
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複数の庭、サポート・ライブラリ、グリー

ン・データ・センター、コミュニティーの

集いの場、コンファレンス施設を光り輝

く植物の生えた広大な砂漠の景観のな

かに構築していきました。

Becker氏とチームがこの空間を賢明に

創り上げているあいだ、マーケティング・

エグゼクティブでコンフェレンスのコア

チームメンバーKaren Keeter氏は、約

6,100人のIBM社員から成る社内コミュ

ニティーVirtual Universe Community（

以下VUC）のなかからまた別のボランテ

ィアグループを作り、Second Lifeでのイ

ベント運営、新たなSecond Lifeユーザ

ーへトレーニングを任せました。トレー

ニング・セッションにはSecond Lifeの登

録方法、ボイスチャットの使用方法、ビュ

ーワーの使い方、仮想環境での操作の

仕方、といった初歩的なヒントが含まれ

ていました。イベント開催前にコンファ

レンス空間とアバターに慣れてもらうの

が目的でした。

IBMアカデミー、Second LifeでVirtual 
World Conference開催

2008年10月21日、ついにその日が訪

れました。センターは完成し、ボランテ

ィアは配置済み、そしてプレゼンターと

参加者の準備も万端となりました。3日

間に渡るIBMアカデミーによるVirtual 

World Conferenceには、世界中から

200名以上のメンバーが参加し、3つの

Keynotes、37の同時セッションが行わ

れました。セッションはバーチャル・ワ

ールド・アーキテクトでありIBMシニア・

テクニカル・スタッフ・メンバー、そして

IBMアカデミーメンバーでもあるBoas 

Betzler氏率いるIBMアカデミーメンバ

ーによって提言された65のなかから選

択されました。IBM VUCのグリーター

は、出席者が到着すると同時に目的の

セッションを容易に探し出すことができ

るように、コンファレンス・コンシェルジ

ュとして対応しました。リセプション・プ

ラザにはキオスクが設置され、参加者

が興味のあるセッションをクリックし直

接会場にテレポートができるようにな

っていました。

多くのセッションはよくある平均的なコ

ンファレンス・プレゼンテーションとは違

ったものでした。空間が目的別に作られ

ているため、仮想世界がもたらす利点を

フルに活用しながらプレゼンターがより

クリエイティブに、そして相互にアプロ

ーチができるようになっていました。た

とえば庭に設置されたビューアーには、

「実際に他の人たちと会っ
て有益な情報を自宅に持
ち帰る、という現実世界で
の会議に参加したかのよう
に感じたのです。」 
Craig Becker、グローバル・アーキテ
クト、IBM Digital Convergence部門
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歩きながら見て回ることのできるスライ

ド・プレゼンテーションが映し出されて

いました。3次元モデルサーバーを使用

し、より細かくマシンの修復方法を参加

者にデモンストレートするプレゼンター

もいました。さらにIBMのグリーン・テク

ノロジーが体感できる仮想グリーン・デ

ータ・センターは大ヒットとなりました。

仮想世界での大きなサクセス

IBMアカデミーと全てのボランティア

は、Virtual World Conferenceは完全に

成功し期待以上の成果が得られた、と

しました。出席者はこのコンファレンス

を絶賛し、その体験を隅々まで楽しみ

ました。初期投資には8万ドルが費やさ

れ、IBMは、出張費と会場経費に25万ド

ル削減、15万ドル以上の生産性向上に

繋がったとしました。（参加者は元々コン

ピューター前に座っていたため、すぐに

仕事に戻れたため）実際の世界で行わ

れた際の予想経費と比較し、合計で32万

ドルが削減されたことになります。

素晴らしい成果を出した投資収益率で

すが、更に顕著な成果は人々がこの空

間を活用してネットワーキングと社交

を展開したことでした。人々が分散的

にテーマについて発言し続けるため、

コンファレンス・セッションは時として

長時間に渡り行われることがありまし

た。毎日最後には参加者はさまざまな

場所に集まっていました。人気スポット

はピクニックエリアで、バーチャル・カ

クテルを片手に人々がおしゃべりを楽

しむ姿が見られました。「コンファレン

スが終わってから彫刻ガーデンに集ま

り、Distinguished Engineerたちがコン

ファレンス内容や、テクノロジーが今後

進化していく道についてオープンに話

す会話に耳を傾けることができたのが

何とも表現しがたい素晴らしい体験で

した。そこで他の人々を目にし、空間を

共有するという体験は、大規模コンファ

レンス・コールにダイアルするのとはま

た違った、新しいコミュニケーションの

形でイベントに出席している、という感

覚をもたらしてくれました。」

出席者が仮想世界を実際に探検しその

可能性に気づいたばかりか、IBMもま

た、大幅なコスト削減成果と、物理的な

世界のコンファレンスで時折感じる社交

とネットワーキングの緩やかな利点全て

をフルに発揮したことを実感しました。

「あれほど大きなグループ
であんなにリラックスして
会話ができたのは、パワフ
ルなこと。」 
Joanne Martin、IBM アカデミー・オ
ブ・テクノロジープレジデント
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今度の年次総会をキャンセル？
　Second Lifeが救う

Virtual World Conference出席者の一

人に、IBM アカデミーのプレジデント

Joanne Martin氏がいました。氏のミッシ

ョンは「さらにアクティブ且つ自主的に

活動できるようIBMアカデミーを変換」

させることで、これは翌月フロリダで行

われるIBMアカデミーの年次総会にお

いての重要議題でもありました。しかし

Virtual World Conferenceに参加したす

ぐあとだったため、氏とリーダーシップ・

チームは、大規模会議を現実世界で物

理的に開く必要性はないと判断しまし

た。そうしてもう2週間後に迫っていた会

議をキャンセルしてしまいました。そこ

で代わりにIBMアカデミーの年次総会を

シミュレートする環境を作らねばならな

くなりました。

10月に開催されたVirtual World 

Conference以前にはSecond Lifeに一

度も触れたことのなかった氏でしたが、

大変感銘を受けたため今回は年次総会

の一部をSecond Life内で開催すること

になりました。この3日間かけて行われ

るイベントは前回と比べると大規模なも

ので、議題は以下のように多岐に渡って

いました：

•	 IBM Technical Agendaブレー

ンストーミング・セッション 

•	 エグゼクティブ・セッション  

•	 参加者同士でリサーチの結

果を共有しながら行う「口

頭」プレゼンテーション

•	 テーマごとに集まって議論する

「Birds-of-a-featherセッション」

•	 IBMアカデミーメンバーが参加

者に研究内容を掲示し話し合

う「ポスター・セッション

議論が複雑な一部のイベントはウェブ

キャストやビデオ・コンファレンスを用

いて行われ、120のポスター・セッショ

ンはSecond Life内で行うことになり

ました。幸いだったのはVirtual World 

Conferenceで使用された空間の多くを

再利用できたことでした。前回のVirtual 

World Conferenceに参加しなかった

IBMアカデミーメンバーを今回もボラン

ティアがサポートし、イベント中コンシェ

ルジュとしての役割を果たしました。

Second Life、年次総会の生命線となる

他のテクノロジーを利用しつつ

も、Second Lifeは出席者が継続的に集

う場となりました。参加者はIBMアカデ

ミーのリセプション・エリアに集まり、

ポスター・セッションがない時でもネッ

トワーキングを行っていました。Karen 

「一年に一度集まることさ
え困難でしたが、今では一
年を通じて話し合いを行う
ことが可能です。」
Joanne Martin、IBMアカデミー・オ
ブ・テクノロジープレジデント
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Keeter氏は、「コンファレンス・スペース

を訪れるたびに、どの時間帯でも、プラ

ザには最低でも10人から12人くらい人

が集まっていた。」と語る。このような人

々の自然発生的な集いを見たMartin氏

とKeeter氏両者は共に、ネットワーキン

グ・ブレークやカクテル・アワーといった

社交時間を伝統的なコンファレンスの

スケジュールに公式に組み込むべきで

ある、という見解で合意しました。はじめ

の2日間のコンファレンス中に自然発生

的に展開されたソーシャル・ネットワー

キング・アクティビティを元にし、実際に

最終日の2時間をビーチに設置されたピ

クニックテーブルを囲んだネットワーキ

ング・イベントとし、スケジュールに組み

込みました。バーチャル・ビールを飲み

ながら歓談するIBMアカデミーメンバー

もいれば、バーチャル・ハングライダー

やジェット・スキーレッスンを受ける者も

いました。こうしてこの驚くべきコンファ

レンスはパーフェクトなフィナーレを迎

えました。

コスト削減大成功

このようなソフトな面が重要なのは確か

ですが、投資収益率は更に大いに物語

っています。Martin氏によると、「Second 

Lifeは我々のコラボレーションのほとん

ど全てを結びつけ社会的交流、技術的

共有を形成する機会を与えてくれまし

た。さらにこれを時差ボケ一つなしに5

分の1のコストで行ったのです。」

コンファレンス主催者と参加者、仮想イ
ベントをリアルと実感

Joanne Martin氏は仮想会議の正当性

について、全ては人と人が関わり合う

こと、ネットワーキングである、と述べ

ています。それはIBMアカデミーのプレ

ジデントとしての彼女のミッションであ

り、Second Lifeで彼女のビジョンが現

実となったのです。「素晴らしかった！」「

ビックリしました。私があのバーチャル

な存在の一つだという感覚に、とても

驚きました。このテクノロジーへの可能

性が広がりました。」彼女はこう続けま

した。「Second Lifeに入っていくと、自

分は確かにそこにいる、とどこかで感じ

る、非常に奇妙ではあるが逆らいがた

い心理的効果がありました。歩き回り、

人々に話しかける自分自身をこの目で

見ている、同僚が近づいてきて私に話

しかける。そこには予期せぬ出会いが

ありました。」実際空間がとてもリアル

だったためか、イベントの数日後には

IBMアカデミーメンバーからMartin氏

宛に電話があり、一日の終わりにハンモ

ックでリラックスしたいから会議スペー

スを使ってもいいかと聞いてきたほど

でした。

Becker氏もまた、Martin氏の言う仮想

世界での「存在」を認識し、こう語ってい

ます。「仮想会議が終わった翌朝起きる

と、ウェブキャストや電話会議のことを

思い出すのとは違った形でごく自然に

「コンファレンスの翌週に
は20の機関がインワールド
でミーティングを行いたい
と申し出てきました。」 
Karen Keete、IBMマーケティング・
エグゼクティブ
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みんなが昨日の出来事を思い出しまし

た。実際に他の人たちと会って有益な

情報を自宅に持ち帰る、という現実世界

での会議に参加したかのように感じた

のです。」

しかしKatz氏はIBMアカデミーメンバー

にSecond Life懐疑論者が出てきたこと

も認めました。「この仮想世界テクノロ

ジーが成功するのかどうかを疑問視す

る」という同僚との会話内容を話してく

れました。氏が「今話してるこの会話は

Second Life内で行われているじゃない。

」とこたえると、同僚は一瞬黙ったあと「

確かにその通りだ。もう2時間もここにい

るよ。」と言いました。「ほらね、確かにう

まくいっているんだ。私たちは頑固な懐

疑主義者を批判者に、やや懐疑的な者

を信者に変えてしまった。」

IBM、仮想世界の輝かしい未来に期待

Virtual World Conferenceと年次総会を

Second Life内で開催後、IBMアカデミー

は将来仮想世界がビジネス、IBM、IBMク

ライアントに強いインパクトを与えてい

く、との見解を示しました。仮想世界を学

ぶ最良の方法とは実際にそれを使って

みること、それがIBMが現在進行形で取

り組んでいることです。
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連絡先
日本語公式サイト：

http://jp.secondlife.com

エンタープライズサイト：

http://work.secondlife.com/ja-JP/

ランドストア：

http://secondlife.com/land/ 

index.php?lang=ja

公式ブログ：

http://blogs.secondlife.com/ 

community/workinginworld

Twitter：

http://twitter.com/workinginworld

http://twitter.com/SECOND_LIFE_JP

Email： business@lindenlab.com

Second Life GridとLinden Labについて：

Second Life Gridは、企業や教育機関が旅費を抑えより環境に優しい方法で

生産性、創造性、革新性を向上させ独自の没入型環境とアプリケーションを

構築しビジネスを行うことが可能な、世界をリードする3次元仮想世界テクノロ

ジープラットフォームです。今日、IBMやノースロップ・グラマンといったFortune 

500企業を含めた何百ものグローバル企業がSecond Life Gridプラットフォー

ムを利用し、共有された仮想ワーク・スペースに各チームを移行し、コラボレ

ーション、ミーティング、教育、新たなテクノロジーの開発を行っています。

2003年、Linden LabはSecond Life Grid上に創られた3Dオンライン・ワー

ルドSecond Lifeの運営を開始し（www.secondlife.com）、それ以来高い

評価を得ています。Linden Labは、取締役会長フィリップ・ローズデールに

よって1998年に設立され、本社はサンフランシスコにあります。会社を率い

るのはCEOのマーク・キングドンです。詳しい情報はwww.secondlifegrid.

net (英語)及び www.lindenlab.com（英語）をご覧ください。

Linden Lab
945 Battery Street

San Francisco, CA 94111

USA
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